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セルゲイ・プロコフィエフ (1891-1953)

２つのヴァイオリンの為のソナタ ハ長調 作品56
1. アンダンテ カンタービレ 2’52
2. アレグロ 3’16
3. コモド 3’49
4. アレグロ コン ブリオ 5’34

ヴァイオリンソナタ第2番 ニ長調 作品94a
5. モデラート 8’00
6. スケルツォ プレスト 5’04
7. アンダンテ 3’44
8. アレグロ コン ブリオ 7’36

無伴奏ヴァイオリンソナタ 作品115
9. モデラート 5’18
10. アンダンテ ドルチェ 3’43
11. コン ブリオ 4’12

無伴奏ヴァイオリンソナタ 作品115 (２つのヴァイオリン版 ツェートマイアー編曲）
12. モデラート 5’11
13．アンダンテ ドルチェ 3’35
14．コン ブリオ 4’13

61’06
大島莉紗 ( 1-4 第２ヴァイオリン、5-11 ヴァイオリン 、12-14 第１ヴァイオリン )
トーマス・ツェートマイアー ( 1-4 第１ヴァイオリン、12-14 第２ヴァイオリン )
シュテファン・ストロイッスニク ( 5-8 ピアノ )

録音：2023年６月３日、７月３ ５日 ウィーン バウムガルテン内トンザウアースタジオ
レコーディングプロデューサー：ゲオルグ・ブルディチェク、エティエンヌ・ドゥクルーズ
デジタル編集：エティエンヌ・ドゥクルーズ
ミキシング、マスタリング：ゲオルグ・ブルディチェク

『挑戦』

2017年にリリースしたCD「プロコフィエフ」のヴァイオリンソナタ第1番では、心の
奥底からの悲痛な叫び、またバレエ音楽では情景がすぐに頭に浮かぶような、躍動感
あふれる旋律を表現する為に、身も心もプロコフィエフに捧げ、のめり込んだ。その
反動からか、その後しばらく彼の作品から距離を置いていた。
しかしプロコフィエフの息子であり、画家であったオレグ・プロコフィエフの名を有
する財団からのサポートにより、残っている彼のヴァイオリン作品を録音するという
勇気をいただいた。今回のCDのプログラムは、「挑戦」である。2台のヴァイオリン
のためのソナタは15分くらいであれば、この組み合わせでも面白い作品が書けると作
曲された。ヴァイオリンソナタ第2番はフルートのソナタをヴァイオリンへと編曲した
ものであり、ソロソナタは元々音楽学校へ通う生徒たちが、重奏する為に作曲したヴァ
イオリンユニゾンの為の曲である。いずれの曲も描写や表現よりも実験的な挑戦を色
濃く感じる。

私にとっても、ソナタ第2番ではヴァイオリニスティックではなく、フルートを意識し
た表現、ソロソナタでは、小さな生徒のようなイノセントな気持ちになって向き合う
などの挑戦であった。実は、ソロソナタのヴァイオリンユニゾンというヴァージョン
は体験した事も聴いた事もなかったので、今回の録音で是非チャレンジしてみたかっ
た。しかし二人だけのユニゾンでは無理がある事、また多重録音も技術的に大変なこ
とを考慮し、断念せざるを得なかった。しかしユニゾンとして作曲されている為、アレ
ンジを加えるスペースがあると感じ、トーマスが2台ヴァイオリンの作品へと編曲し
た。これもまた違う形での挑戦になったと思う。

オレグ・プロコフィエフ財団を始め、このCDの製作に協力してくださった全ての方々
に感謝の意を表したい。

大島莉紗



1932年12月16日、パリで新しい室内楽曲を演奏するための団体、トリトンが正式に発
足した。トリトンのメンバーにはオネゲル、ミヨー、プーランク、そしてその初回演奏
会において西側での初演が行われた2台のヴァイオリンのためのソナタの作曲者プロコ
フィエフがいた。作品はロベール・ソエタンとサミュエル・ドゥシュキンによって演奏
された。前者にはのちにプロコフィエフがヴァイオリン協奏曲第２番（1935）を作曲す
ることになり、後者にはすでにストラヴィンスキーがヴァイオリン協奏曲（1931）を書
いていた。プロコフィエフはソナタの初演を聴いてからバレエ《ドニエプルの岸辺で》
の初演へと駆けつけたときのことを回想している。「幸運なことにバレエは１時間半後
の開演だった。だからソナタのあとすぐさま、私たちは、音楽家たちも批評家たちも作
曲家もみんなして、オペラ座へと走ったのだった」。トリトンからソナタを委嘱された
プロコフィエフは、サントロペでの休暇中に作品を仕上げた。
だが、2台のヴァイオリンのためのソナタの世界初演はすでにソ連で行われていた。プ
ロコフィエフはアメリカや西欧での成功する一方、ソ連ともコンタクトを保っていたの
だ。演奏は1932年11月27日にモスクワで、ベートーヴェン四重奏団のディミトリ・ツィ
ガノフとウラディミール・シリンスキーのふたりによって行われた。この新古典主義的
な作品は、バロックの「教会ソナタ」の4楽章構成や2声の対位法など、バロック時代の
先行作品に拠っている。
1941年に、プロコフィエフはそのソナタの起源についてこう説明した。「悪い音楽を聴
くと、よいアイディアが生まれることがある……。ある時、出来のよくないピアノ伴奏
なしの２台のヴァイオリンのための作品を聴いたあと、そのような二重奏の明らかな限
界にもかかわらず、10分か15分聴くに堪える程度にはおもしろいものをつくれるだろう

と考えた」。実際、プロコフィエフは自身の能力を頑なに信じていた。プロコフィエフ
の《ロメオとジュリエット》でジュリエットを演じたソ連のバレリーナ、ガリーナ・ウ
ラノワはこう述べている。「長身の、どこかいかめしく、見るものすべてをことごとく
否定するかのような男性に気がつきました……プロコフィエフだったのです」
1943年、プロコフィエフはウラル山脈の人里離れたペルミの地で、もうひとつのバレエ
作品《シンデレラ》とならんで、新しいソナタに取り組んだ。彼はウラル山脈の美しさ
を満喫し、戦時下の懸念を忘れた。その魅力はフルート・ソナタ 作品94に満ちてい
る。プロコフィエフはこう語っている。「長い間、フルートの作品を書きたいと思って
いた。この楽器は不当に無視されていると感じていたのだ。優美で流麗な古典派のスタ
イルでソナタを書きたかった」。ヴァイオリニストのダヴィッド・オイストラフは、プ
ロコフィエフにぜひ作品をヴァイオリンとピアノのために編曲するよう勧めた。

「私が彼のフルート・ソナタを作曲まもない頃に聴いたとき、ヴァイオリン
でもよく響くにちがいないと思った。この美しい作品は、舞台でより充実し
た豊かな人生を送るべきだと感じた。そこで私は作曲家にヴァイオリン版を
書いてはどうかと提案した。プロコフィエフは私の提案に興味を持ってくれ
た。...私はそのとき彼の仕事ぶりを初めて見たのだが、驚くべき体験だっ
た。あれほどのスピードと効率のよさで仕事することが可能だとは思ってい
なかった。彼は、編集が必要な楽譜のパッセージについて、2つか3つのバー
ジョンを作り、それぞれに注意深く番号を付すよう私に頼んだ。それらのペー
ジを彼に手渡したところ、彼はそのなかからいちばん適切なものに印をつけ
て、鉛筆でちょこちょこっと直しを加えた。こうしてあっという間にヴァイ
オリン版のソナタが出来上がった」



ショスタコーヴィチはこのソナタが「完璧で偉大な作品」であり、全編をとおしてプロ
コフィエフのメロディの才が光っていると明言した。《シンデレラ》にみられる新古典
主義的な語法は最初の楽章に聴かれ、その都会風の雰囲気はプーランクを先取りしてい
る。一方スケルツォ冒頭の気まぐれはより悪魔的なものへと発展する。そうした陰鬱さ
はブルース風で抒情的な第3楽章に忍び込むが、決然とした明るい終楽章で霧消し、中
間部ではとくに優美なメロディが聴かれる。
その数年後、1947年に書かれたプロコフィエフのソナタ 作品115はふたつのヴァーショ
ンで演奏可能であり、本録音ではその両方を聴くことができる。一方はヴァイオリン・
ソロのためである。もう一方は「無伴奏ヴァイオリンのユニゾンのためのソナタ」とし
て出版された。プロコフィエフはこの作品をソ連芸術問題委員会からの委嘱を受けて書
いた。ショスタコーヴィチはソ連当局とややこしい関係にあったが、プロコフィエフは
その批判に対して比較的穏やかに対処できていた。1933年、作曲家同盟は創作にかかわ
る「社会主義リアリズム」の基本方針を次のように示した。「ソヴィエトの作曲家が主
に注意を向けるべきなのは、美しさと強さに満ちた音楽的イメージにおいて、現実の勝
利的、進歩的な原則、そしてすべて英雄的で、輝かしく、美的であるものなのである」
これらの決然として楽観的な見解のもと、プロコフィエフの作品115は過度にヴィル
トゥオーゾ作品でも、感情的起伏のある作品でもなく、実践的な音楽性を養うのに適し
た明るく快活な楽曲となっている。これはもともと複数のヴァイオリンのためのヴァー
ジョン、つまりユニゾンで互いを支え合い、他の演奏者を注意深く聴き、一体となって
演奏する生徒たちのために構想された。私たちはこの楽曲のふたつのヴァージョンを聴

くことができる。プロコフィエフによるソロ・ヴァージョンと、トーマス・ツェートマ
イヤーが加筆した２台ヴァイオリン版である。後者では模倣や掛け合いから、本来の旋
律線を装飾する細かなピツィカートに至る技法によって、構築的な深さと色彩がもたら
されている。

この作品はソロの形態で、1956年に——プロコフィエフの死後に——アメリカのヴァイ
オリニスト、ルッジェーロ・リッチによって、モスクワ音楽院で初演された。作品は新
古典主義的な3つの楽章からなる。第1楽章は華やかに幕を開けたのち、快活なソナタ形
式で展開するが、見かけの活発さにもかかわらず、感情の光と影が潜んでいる。その奥
行きの深さは第2楽章の主題と変奏でより顕著で、抒情的で感動的でもある主題が様々
な技法と曲調で扱われている。終楽章もまた、ただただ陽気であるわけではなく、込み
入った技法や気まぐれな展開を見せる。そして、そうした目まぐるしさのなかにあって
響き渡る瞬間はオイストラフの言葉と共鳴する。彼は1954年にプロコフィエフの音楽は
いかに演奏されるべきかについて次のように述べた。「それは、表現のあらゆる細部に
対して厳密な注意が必要で、発音の明瞭な歌唱の場合と同じように、個々の音を、細や
かに、しかし過度に洗練にならないように弾かなければならない」

翻訳：後藤菜穂子
ジョアナ・ワイルド



桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学園大学ソリストディプロマコース終了。その間、
小林健次氏に師事。1997年より文化庁在外派遣研修員として、英国王立音楽大学大学院
に留学し、フェリックス・アンドリエフスキー氏、トーマス・ツェートマイアー氏に師
事。在学中、女性として初の受賞となるユーディ・メニューイン賞をはじめ、イアン・
ストーツカー賞、イゾルデ・メンゲス賞などヴァイオリンにおけるすべての賞を受賞。
ローム・ファンデーションおよび同大学から奨学金を受け、1999年同大学院を過去最高
点の首席で卒業する。

大島莉紗 （ヴァイオリン）

2000年5月、ロンドンのロイヤルフェスティバルホールで開催されたカークマン・ソサ
エティ主催のリサイタルでは世界的権威の弦楽雑誌＜The Strad>が絶賛。同年11月、東
京で開催したデビューリサイタルでは、日本国内の各音楽雑誌で高い評価を得る。 第１
８回リピツァー賞国際ヴァイオリンコンクール入賞、第9回ポスタッチーニ国際ヴァイ
オリンコンクール入賞、ヤマハ・ヨーロッパファウンデーションコンクール優勝を始め、
数々のコンクールに入賞。 英国王立音楽大学交響楽団、ルーマニア・モルドヴァ交響楽
団、仙台フィルハーモニー管弦楽団などとの共演、プレシャコブ国際音楽祭に招待され
ての室内楽コンサートなどで演奏。シュレスヴィヒ・ホルスタイン音楽祭での演奏はド
イツNDRラジオで放送され、新聞紙上で絶賛された。また、世界各国の英国大使館で行
われるイギリス・ジャガー社主催のコンサートに、英国王立音楽大学長の推薦を受けて
出演。ヨーロッパ各国から始まり、世界十数カ国で演奏活動を行う。

イギリス・ハレオーケストラ、スコティッシュ・チェンバーオーケストラの客演コンサー
トマスターを経て、2002年ドイツ・ラインランドファルツフィルハーモニー管弦楽団に
入団。2003年パリ国立オペラ座管弦楽団に入団。また、ロンドン・フィルハーモニー管
弦楽団の客演首席奏者として、アムステルダム・コンセルトヘボーへのコンサートツ
アー、ロイヤルフェスティバルホールでの定期公演などに出演。

2016年秋にイギリスQuartz社よりプロコフィエフ作品のCDをリリース。グラモフォン
誌、レコード芸術などで絶賛される。米ファンファーレ誌では、評論家が選ぶ今年の１
枚に選ばれ「プロコフィエフ作品の録音における多大な貢献をした」と評された。BBC
ラジオ３の番組「In Tune」で公開録音を行い好評を得る。ラジオフランス、オーストリ
ア・ラジオクラシックに出演。

現在パリ・オペラ座を拠点に、ヨーロッパ各地で、ソリスト・室内楽奏者として多彩な
活動を展開している。



シュテファン・ストロイッスニク （ピアノ）
1985年にウィーンで生まれたピアニストで、ウィーン国立音楽大学にてオレグ・マイセ
ンベルグ、ロンドンの英国王立音楽大学にてイアン・ジョーンズに師事。その後、ダニ
エル・バレンボイムやドミトリー・バシキーロフなどの著名なピアニストにも指導を受
ける。

ロンドンのロイヤル・フェスティヴァルホール、ウィーンの楽友協会やコンツェルトハ
ウス、ベルリンのフィルハーモニーといったヨーロッパの重要なコンサートホールを始
め、世界各地でソリストや室内楽奏者として演奏活動を行なっている。そして2014年秋
には、南アメリカツアーでのブエノスアイレスのテアトロ・コロンにて、ベートーヴェ
ンのピアノ協奏曲第5番を演奏し、アルゼンチンの音楽批評家協会から「今年の発見」
という賞を受賞した。ソリストとしてケント・ナガノ、ハインリッヒ・シフ、ティエリ
ー・フィッシャーらと共演。

シューベルトや20〜21世紀の現代音楽における彼の演奏解釈の評価は特に高い。2013
年には、ロンドンのフェスティヴァルホールにて、オリヴィエ・メシアンの「トゥーラ
ンガリア交響曲」のピアノ独奏を務めた。室内楽にも重きを置き、ハインリッヒ・シ
フ、ライナー・キュッヒル、今井信子、パトリツィア・コパチンスカヤらと共演した。

また2014年にテノールのヨナス・カウフマンとかンマーオーケストラ・ウィーン＝ベル
リンのヨーロッパツアーにてゲストメンバーを務めた。ザルツブルグ音楽祭、ルール・
ピアノ音楽祭、ラインガウ音楽祭、ダヴォス音楽祭、北九州国際音楽祭などに招待されピアノ音楽祭、ラインガウ音楽祭、ダヴォス音楽祭、北九州国際音楽祭などに招待される。

グラーツ音楽大学にて７年間教鞭をとった後、2019年にウィーン音楽大学の客演教授と
なる。これまでの国際的な音楽活動を、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団によっ
て、クレディ・スイスアワード2014の候補に推薦された。

は、ミデム・クラシカルアワードを受賞。エルガーの協奏曲、シマノフスキーの協奏曲
の録音でも、グラモフォン賞を受賞している。ツェートマイアー四重奏団によるシュー
マン四重奏曲の録音では、グラモフォンアワードオブザイヤー他、４つの国際的な賞を
受賞した。2020年にはバロックヴァイオリンで収録したJ.S.バッハ「無伴奏ヴァイオリ
ンソナタ＆パルティータ」のCDが、オーパス・クラシック賞を受賞している。
2005年にはドイツ・レコード批評家賞を受賞。

ワイマールのフランツ・リスト音楽院とニューカッスル大学から名誉博士号を授与され
ている。

トーマス・ツェートマイアー （ヴァイオリン）
トーマス・ツェートマイアーは、ヴァイオリン奏者としてだけでなく、指揮者としても
国際的に高い評価を得ている。現在はシュトゥットガルト室内管弦楽団、アイルランド
室内管弦楽団、フランス国立オーヴェルニュ管弦楽団の首席指揮者を務める。

ソリストとしてニコラウス・アーノンクール、フランス・ブリュッヘン、デイヴィッ
ド・ジンマン、ダニエル・バレンボイム、サー・サイモン・ラトル、パーヴォ・ヤルヴ
ィらと共演することにより、彼らから多くのインスピレーションを得た。

指揮者としては、ロンドンフィルハーモニー管弦楽団、ハレ管弦楽団、スコットランド
室内管弦楽団、シアトル交響楽団、デトロイト交響楽団、ソウルフィルハーモニー管弦
楽団、スウェーデン室内管弦楽団、ロッテルダムフィルハーモニー管弦楽団、18世紀オ
ーケストラ、ブダペスト祝祭管弦楽団などへ客演。そして、これまでにパリ室内管弦楽
団、ムジークコレギウム・ヴィンタートゥーアの首席指揮者、セントポール室内管弦楽
団のアーティスティック・パートナーを務めた。王立ノーザン・シンフォニアでは音楽
監督を経て、現在は桂冠指揮者である。

録音ではヴァイオリン奏者、指揮者、そしてツェートマイアー四重奏団の一員として、
広範かつ多彩なディスコグラフィーを披露する。パガニーニ「24のカプリース」の録音


